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。EU は 1992 年から農林水産物およ
                                                  
1 内閣法制局 HP より。 
http://www.clb.go.jp/contents/diet_186/reason/186_law_081.html (2014 年 5 月 12 日参
照。) 
2 TRIPS 協定とは「知的所有権の貿易関連の側面に関する協定」(Agreement on Trade 
Related Aspect of Intellectual Property Rights)の略である。GI 産品の定義は原文では
“identify a good as originating in the territory of a Member, or a region or locality in that 
territory, where agiven quality, reputation or other characteristic of the good is 
essentially attributable to itsgeographical origin” (Article 22)と定義されている。 
3 世界知的所有権機関“About Geographical Indications,” 
http://www.wipo.int/geo_indications/en/about.html(2014 年 5 月 4 日参照) 




び食品の DOP(Denominazione di Origine Protetta:保護指定原産地表示 )および





工程のすべて)がその地域で行われるという 3 点である。IGP の要件は、1)ある地方、特定
の場所または国を原産地としている、2)その地理的原産地に起因する固有の品質・評判その
他の特徴を有している、3)生産・加工または調整(生産工程のいずれか)がその地域で行われ







的関心を集めている。上述のとおり、EU はフランスの AOC(Appellation d'Origine 
Contrôlée)に倣い 1992 年から原産地呼称としての DOP および地理的表示としての IGP の







が注目する地域活性化メカニズムでは、農業の多機能性に関する研究や(Belletti, et als. 
2003; Afrini, et als. 2002)、製品差別化となりえることを強調する研究(Teuber 2007)、生産
者価値の創造に関する一連の研究蓄積(Marescotti 2003; Arfini et als.2013)がある。 
第 2 に、消費者行動論の枠組みを用いて GI 産品に対する消費者の認知や付加価値を明ら
かにする研究もある。イタリアの消費者は GI 産品に対する知識が高ければ GI 産品を選択
するが、知識が低いと価格や原産国を基準に購買意思決定する(Vecchio, et al. 2011)。消費
者調査でも DOP を認知しているイタリア人は 36%にすぎないことから (European 
Commissions 2012 p29)、GI 産品提供者側の期待や戦略と消費者の実際の消費行動との間
にはギャップがあると思われる。 
第 3 に、GI 産品によって持続可能な地域社会の実現を可能にすることが主張されている
                                                                                                                                                 

































































Vendecadelaere, et als.(2009)にならい、本研究も GI 産品は動態的な実践から生み出され
るものという視点に立つ。 
 
3.2.テリトリオに関わる 3 つの主体 




































表 1 調査対象地 
 調査地6 州 調査の主なテーマ/対象 実施日 
1 ヴェネチア ヴェネト 家族の食 2012 年 9 月 20 日 
2 フェッラーラ エミリア=ロマーニャ 家族の食 2012 年 9 月 29 日～30 日 
3 トロンケット ヴェネト 水産卸売のサプライチェーン 2012 年 10 月 17 日 




ロンバルディア DOC ルガーナワインの生産 2012 年 11 月 28 日 
                                                  













6 スヴェレート トスカーナ DOC スヴェレートワインの生産 2012 年 12 月 20 日～22 日 
7 サンレオ エミリア=ロマーニャ チーズの生産 2013 年 1 月 9 日 




ロンバルディア DOC ルガーナワインの生産と戦略 2013 年 2 月 8 日 
10 
モ ン テ カ テ ィ ー
ニ・テルメ 




ヴェネト DOCG プロセッコの生産 2013 年 3 月 16 日 
12 スポレート ウンブリア 教育牧場とペコリーノチーズ 2013 年 3 月 21 日～22 日 
13 ノルチャ ウンブリア 羊酪農とペコリーノ 2013 年 3 月 22 日～23 日 
14 ヴェローナ ヴェネト ワインの祭典ヴィニタリー 2013 年 4 月 7 日 
15 カゼルタ カンパーニャ DOP モッツァレッラの生産と戦略 2013 年 4 月 11 日 
16 サレルノ カンパーニャ 教育農場、水牛肉マーケティング 2013 年 4 月 12 日～13 日 
17 ナポリ カンパーニャ 教育農場 2013 年 4 月 15 日 
18 パルマ エミリア=ロマーニャ 食育活動 2013 年 4 月 29 日～30 日 
19 パルマ エミリア=ロマーニャ 食育活動 2013 年 6 月 3 日～5 日 
20 ソア―ヴェ ヴェネト DOC ソア―ヴェのブドウ栽培 2013 年 6 月 24 日 
21 ヴォルテッラ トスカーナ ペコリーノチーズ DOP 申請公会議 2013 年 7 月 3 日 
22 スポレート ウンブリア 食育活動、地理的表示産品 2013 年 7 月 4 日 
23 フィレンツェ トスカーナ 地理的表示産品 2013 年 7 月 18 日 
24 フィレンツェ トスカーナ 第 25 回ヨーロッパ地域社会学学会 
2013 年 7 月 30 日～ 




ロンバルディア DOC ルガーナワインの生産 2013 年 9 月 5 日～6 日 
26 クストーザ ロンバルディア モッツァレッラ DOPのプロモーション 2013 年 9 月 5 日 
27 フィレンツェ トスカーナ トスカーナ農業博覧会 2013 2013 年 9 月 14 日 
28 ブラ ピエモンテ チーズの祭典 2013 2013 年 9 月 21 日 
29 ラ・モッラ ピエモンテ DOCG バローロワインの生産 2013 年 9 月 21 日 
30 ボルゴタロ エミリア=ロマーニャ IGP ポルチーニ祭 2013 年 9 月 22 日 
31 ヴェネチア ヴェネト ブラーノ島漁協組合 2013 年 10 月 23 日 
32 アルバ ピエモンテ アルバ白トリュフ国際博覧会 2013 年 10 月 25 日 
33 ラ・モッラ ピエモンテ DOCG バローロ博物館 2013 年 10 月 26 日 
34 ヴェネチア ヴェネト ビエンナーレ・デル・グスト 2013 年 10 月 28 日 




36 オートサヴォワ フランス AOC アボンダンスチーズの酪農と生産 2013 年 11 月 19 日～22 日 
37 ソアーヴェ ヴェネト オリーブオイルフラントイオ 2013 年 11 月 23 日～24 日 
38 チェーチナ トスカーナ オリーブオイルフラントイオ 2013 年 11 月 25 日～28 日 




トスカーナ オーガニック食品加工会社 2013 年 11 月 27 日 
41 トロンケット ヴェネト 水産卸売市場 2013 年 12 月 4 日 
42 ヴェネチア ヴェネト フードセキュリティフォーラム 2013 年 12 月 12 日～13 日 
43 パルマ エミリア=ロマーニャ パルミジャーノ&パスタ製造業者 2013 年 12 月 18 日～19 日 
44 レッジョ・エミリア エミリア=ロマーニャ 食実践 2013 年 12 月 20 日～21 日 
45 ペスカーラ アブルッツォ 食実践 2013 年 12 月 24 日～27 日 
46 
モ ン テ カ テ ィ ー
ニ・テルメ 
トスカーナ 食実践 
2013 年 12 月 27 日～2014
年 1 月 10 日 
47 ランポレッキオ トスカーナ 菓子製造業者 2013 年 12 月 30 日 




ロンバルディア DOC ルガーナの戦略 2014 年 1 月 21 日～24 日 
50 パドヴァ ヴェネト GI 産品 2014 年 1 月 24 日 
51 コロンナータ トスカーナ ラルド・ディ・コロンナータの生産 2014 年 1 月 31 日 
52 コネリアーノ ヴェネト ERASMUS 集中プログラム 2014 年 2 月 3 日～7 日 
53 コネリアーノ ヴェネト DOC プロセッコの生産と戦略 2014 年 2 月 8 日 
54 パドヴァ ヴェネト GI 産品 2014 年 2 月 14 日 
55 コネリアーノ ヴェネト 山羊乳チーズの生産と戦略 2014 年 2 月 15 日 
56 ヴェネチア ヴェネト 伊ソムリエ連盟イベント GAR2014 2014 年 2 月 16 日 
57 パルマ エミリア=ロマーニャ パルミジャーノの戦略 2014 年 2 月 21 日 
58 ヴォルテッラ トスカーナ ペコリーノチーズの生産と戦略 2014 年 2 月 24 日～27 日 








ヴェネト DOCG プロセッコの生産 2014 年 3 月 16 日 
62 ヴェネチア ヴェネト 食イベント「グスト・イン・シェーナ」 2014 年 3 月 18 日 
63 パルマ エミリア=ロマーニャ パルミジャーノ生産と戦略 2014 年 3 月 24 日～25 日 
64 ベルガモ ロンバルディア DOP タレッジョの生産 2014 年 3 月 26 日 




66 ノヴァーラ ロンバルディア DOP ゴルゴンゾラの生産と戦略 2014 年 3 月 27 日 
67 ヴェネチア ヴェネト スローフード協会会長・講演会 2014 年 4 月 2 日 




ヴェネト DOC プロセッコのブドウ栽培 2014 年 4 月 4 日 
70 カルティッツェ ヴェネト DOCG プロセッコの生産と戦略 2014 年 4 月 4 日 








ヴェネト DOC プロセッコのブドウ栽培 2014 年 4 月 12 日 
74 ソアーヴェ ヴェネト DOC ソアーヴェのブドウ栽培 2014 年 4 月 18 日～19 日 
75 コネリアーノ ヴェネト DOC プロセッコのブドウ栽培 2014 年 4 月 20 日 
76 ラ・モッラ ピエモンテ DOCG バローロの生産と戦略 2014 年 4 月 22 日～23 日 
77 パルマ エミリア=ロマーニャ 教育農場 2014 年 4 月 28 日&30 日 




DOP(Mozzarella di Bufala Campana DOP)、ペコリーノ・デッレ・バルツェ・ヴォルテッ
ラーネ(Pecorino delle Balze Volterrane)、タレッジョ(Taleggio)、ゴルゴンゾラ(Gorgonzola)、
バルサミコ酢(Aceto Balsamico)、プロシュット・ディ・パルマ(Prosciutto di Parma)、IGP
のラルド・ディ・コロンナータ(Lardo di Colonnata)、および DOC と DOCG(Denominazione 
di Origine Controllata：統制原産地呼称と Denominazione di Origine Controllata e 
Garantita：統制保証付原産地呼称)のルガーナ(Lugana)、プロセッコ(Prosecco)、ソアーヴ
ェ(Soave)、クストーザ(Custoza)、ボルゲリロッソ(Bolgheri Rosso)、バローロ(Barolo)、


















 イタリア各地では 1 年を通して食のイベントが頻繁に開催される。大きなイベントとし
てはスローフード協会が 2 年に 1 度開催し入場者数 18 万人を記録するサローネ・デル・グ






Filippo Arfini 氏、フィレンツェ大学経済学科教授 Andrea Marescotti 氏、パドヴァ大学テ


















パート 3 は、起業家としての農産加工品生産者の特性を明らかにする。第 1 に、たとえ
同じ地理的表示産品であっても生産者によって品質に差があることに注目し、より高品質
                                                  



























ら愛着を持っている(木村 2012; 木村 2013c; 木村 2014b)。生産者の中にはそのテリトリオ
で生まれ育ち、2 代 3 代前から世代間継承しながらそのテリトリオの GI 産品を作っていた
という者が多く、テリトリオに対する愛が深い(木村 2014c)。彼らにとって自分の手で作り















に価値を創造することができる。農産物を通じた価値創造の論理は図 2 のとおり示される。 
 






























クラスターは生産者を保護し支援する(木村 2013b; 木村 2013d)。単なる経済的支援ではな
く、法律にもとづくテリトリオ産品の保護や(木村 近刊)、集団的アイデンティティの形成
のためのネットワーク作り等の支援である(木村 2014a)。クラスターの支援を受けるという






















































































年度研究プロジェクト「地域活性化研究会」、および JMILK 平成 26 年度「食と教育」学術
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Risorse Idriche Territorio 






















2012 年 11 月 28 
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6 Silvia Ricci 









L'Acetaia Picci ピッチ・バルサミコ工房 
DOP バルサミコ酢工房・オ
ーナー 
2013 年 1 月 10 日 
8 Paolo 氏12 Tosini Pio Spa トジニ・ピオ株式会社 
DOP プロシュット・ディ・
パルマ加工会社・担当者 















Nuovo Caseificio San 








Consorzio del Formaggio 
Parmigiano-Reggioano, 















2013 年 1 月 11 日 
















2013 年 1 月 11 日 
14 Maurizio Dodi 
Consorzio Volontario per la 










Selva Capuzza s.s. Az. Agr. di 


















Ca dei Fiori カ・デイ・フィオーリ 
DOCG プロセッコ生産者・
初代オーナー 











Az. di Dominici Nicola ドミニチ・ニコラ農場 
ペコリーノチーズ生産者・
羊酪農家&チーズ職人 
2013 年 3 月 21 日 




Tenuta San Felice サン・フェリーチェ 
酪農家&チーズ職人&アグ
リツーリズモ・オーナー 




Aziende Agricole Pasqua パスクア農園 
ペコリーノチーズ生産者・
羊酪農家&チーズ職人 
2013 年 3 月 22 日
～23 日 
23 Lidia Pasqua Aziende Agricole Pasqua パスクア農園 
ペコリーノチーズ生産者・
チーズ職人 














Selva Capuzza s.s. Az. Agr. di 






































Azienda agricola Le Albare アルバーレ農園 
DOC ソアーヴェ生産者・オ
ーナー 
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DOP モッツァレッラの水
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2013 年 4 月 11 日 
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35 Mario Codanti  
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責任者 2013 年 4 月 15 日 
39 Maria Passari 
Regione Campania Assessorato 
Agricoltura 
カンパーニャ州役場 
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館員 2013 年 4 月 30 日 
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Consorzio del Formaggio 
Parmigiano-Reggioano, 
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ソレルナ幼稚園 





alimentare ed Orientamento ai 
20onsume, Servizio Agricoltura 
e Sviluppo Economico, 










Sezione Provinciale di Parma, 
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56 L.M.氏13 
Funzionari, alimentari e 
forestali incaricati di 
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disciplinare, Ministero delle 




行政官 2013 年 7 月 3 日 
57 B.C.氏14 
Funzionari, alimentari e 
forestali incaricati di 
presentare in forma pubblica il 
disciplinare, Ministero delle 
農林政策省･農林水産物
法律申請指示課 
行政官 2013 年 7 月 3 日 











P.O. Qualita' e Tipicita' dei 
Prodotti Agroalimentari, D.G. 
Competitività del Sistema 
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DINTEC (Dintec Consorzio per 
l’innovazione Tecnologica) 
ディンテック 
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Dipartimento di Scienze per 
l’economia e l’impresa, 
Università di Firenze 
フィレンツェ大学・経済
学科 




Dipartimento di Scienze per 
l’economia e l’impresa, 
Università di Firenze 
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Bufala Campana DOP 
DOP水牛モッツァレラチ
ーズ協会 




Selva Capuzza s.s. Az. Agr. di 
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Regione Toscana 





2013 年 9 月 14 日 
69 Rita Liberti 
Consorzio Tutela Mozzarella di 
Bufala Campana DOP 
DOP水牛モッツァレラチ
ーズ協会 











Consorzio Per la Tutela Della 
Indicazione Geografica 
Protetta Fungo di Borgotaro 
ボルゴタロ・ポルチーニ
品質協会 
会長 2013 年 9 月 22 日 
72 Igor Coccato 
Cooperativa San Marco, 
Pescatori di Burano 













Societa Agricola Pieropan ピエロパン農園 
DOC ソアーヴェ生産者・3
代目オーナー 























Michele Satta ミケーレ・サッタ 
DOC ボルゲリロッソ生産
者・マーケティング担当 
2013年 11月 27日 





2013年 11月 27日 









VERITAS (Veneziana Energia 
Risorse Idriche Territorio 








81 Nicola 氏16 
VERITAS (Veneziana Energia 
Risorse Idriche Territorio 




2013 年 12 月 4 日 
82 Filippo Arfini 
Dipartimento di Economia, 
Universita degli Studi di 
Parma 




Nuovo Caseificio San 








Sezione Provinciale di Parma, 










Group Supply Chain 





































Selva Capuzza s.s. Az. Agr. di 











Dipartimento Territorio e 
Sistemi Agro-Forestali, 


















Dipartimento Territorio e 
Sistemi Agro-Forestali, 





2014 年 2月 3日～
8 日 








Dipartimento Territorio e 
Sistemi Agro-Forestali, 

















Interdepartmental Centre for 
Research in Viticulture and 






2014 年 2 月 16 日 
96 Stefano Cava Villa Sandi ヴィッラ・サンディ 
DOCG プロセッコ生産者・
エノロゴ(ワイン醸造家) 
2014 年 2 月 16 日 
97 Bruna Zolin 
Dipartimento di Economia, 
Universita Ca' Foscari Venezia 
ヴェネチア大学・経済学
科 




Nuovo Caseificio San 













2014 年 2 月 25～2

























2014 年 2 月 26 日 















2014 年 3 月 1 日 
105 Dino Calzia 
Organizzazione Nazionale 
Assaggiatori Olio di Oliva 
オリーブオイルテイステ
ィング協会 
オリーブオイルソムリエ 2014 年 3 月 7 日 








Interdepartmental Centre for 
Research in Viticulture and 










Ca dei Fiori カ・デイ・フィオーリ 
DOCG プロセッコ生産者・
初代オーナー 
2014 年 3 月 16 日 
109 Luca Guizza Ca dei Fiori カ・デイ・フィオーリ 
DOCG プロセッコ生産者・
2 代目 




Nuovo Caseificio San 








Museo di Parmigiano Reggiano 
パルミジャーノ・レッジ
ャーノ博物館 




Consorzio Vacche Rosse 
Parmigiano 



























Ganassa di Invernizzi Giovanni 































2014 年 4 月 4 日 





2014 年 4 月 4 日 














2014 年 4 月 6 日 









Selva Capuzza s.s. Az. Agr. di 









Az. Agr Mauro Veglio マウロ・ヴェリオ農園 
DOCG バローロ生産者・オ
ーナー夫人 
2014 年 4 月 7 日 
125 Tesu Cyo 





2014 年 4 月 7 日 
126 林 基就 Vino Hayashi ヴィーノ・ハヤシ 
ワイン輸入業者・取締役会
長 
2014 年 4 月 8 日 
127 林 茂 Eataly Japan イータリー・ジャパン 代表取締役 2014 年 4 月 8 日 














2014 年 4 月 18 日
～2014 年 4 月 19
日 
130 Stafano Cava Villa Sandi ヴィッラ・サンディ 
DOCG プロセッコ生産者・
エノロゴ 




Interdepartmental Centre for 
Research in Viticulture and 










Az. Agr Mauro Veglio マウロ・ヴェリオ農園 
DOCG バローロ生産者・オ
ーナー夫人 
2014 年 4 月 22 日 
133 Mauro Veglio Az. Agr Mauro Veglio マウロ・ヴェリオ農園 
DOCG バローロ生産者・オ
ーナー 
2014 年 4 月 22 日 
134 Paolo Grasso Az. Agr Silvio Grass シルヴィオ・グラス農園 
DOCG バローロ生産者・4
代目 
2014 年 4 月 22 日 





2014 年 4 月 22 日 
136 Tesu Cyo 





2014 年 4 月 22 日 
137 Elio Altare 





2014 年 4 月 23 日 
138 Silvial Altare 





2014 年 4 月 23 日 

















Paolo and Giulio Morando ジュリオ・モランド農園 
DOC モスカート生産者・オ
ーナー 




Giovanni Canonica ジョヴアンニ・カノニカ 
DOCG バローロ生産者・オ
ーナー 












Nuovo Caseificio San 








Azienda Agricola Cotti コッティ農場 教育農場担当 2014 年 4 月 30 日 




Scuola Elementare di 
Torrechiara 
トッレキアーラ小学校 




Azienda Agricola Cotti コッティ農場 教育農場責任者 2014 年 4 月 30 日 
150 
Antonio 
Lucisano   
Consorzio Tutela Mozzarella di 
Bufala Campana DOP 
DOP水牛モッツァレラチ
ーズ協会 




Consorzio Tutela Mozzarella di 
Bufala Campana DOP 
DOP水牛モッツァレラチ
ーズ協会 
















2014 年 5 月 6 日 
154 Elisa Lunardi 
Assaggiatrice di formaggi 
ONAF 






















157 Pilippo Arfini 
Dipartimento di Economia, 
Universita degli Studi di 
Parma 




Interdepartmental Centre for 
Research in Viticulture and 
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